
 

 

 

 

第28回マルちゃん杯中部少年柔道大会 

実 施 要 項  
１ 目 的 

   柔道試合を通じて、心身の鍛錬及びその技能を磨き、将来を担う中部・北信越の少年相互の親

睦を図り、明るく、正しく、そしてたくましい少年の健全育成を目的とする。 

２ 主 催 

  静岡県柔道協会、東洋水産株式会社 

３ 主 管  

  第２８回マルちゃん杯中部少年柔道大会実行委員会 

４ 後 援  

(公財)全日本柔道連盟、静岡県教育委員会、(公財)静岡県体育協会、浜松市、浜松市教育委員会、

(公財)浜松市体育協会、(公財)浜松観光コンベンションビューロー、中日新聞東海本社、 

静岡新聞社・静岡放送、テレビ静岡、静岡朝日テレビ、静岡第一テレビ、 

ベースボールマガジン社「近代柔道」 

５ 日 時 

  平成２８年６月５日 (日) 開 場  ７：３０ 

                開会式  ９：００  終了予定 １６：３０ 

６ 会 場 

浜北総合体育館「グリーンアリーナ」 

  〒434-0041  浜松市浜北区平口 5042 番地の 133 号  

電話：０５３－５８５－１２２２ 

７ 参加資格 

(1)  対象は小・中学生とし、現在、各加盟団体の小・中学校に在学している者であって、全日本柔

道連盟に登録(団体登録)をしている「学校」「柔道場」「クラブ」「スポーツ少年団」単位と

する。なお、各種目において１所属団体につき、１チームを上限とする。 

（2） 大会出場に当たっては、団体責任者は出場選手の保護者及び選手に出場意思を確認すると共に

事前に出場承諾を取り申込むこと。なお、出場に対して選手の健康管理に十分な配慮をすること。 

（3） 出場チームは、指導者が必ず監督として引率すること。 

    なお、同一チームが小学生の部、中学生男子の部及び中学生女子の部に出場する場合の監督は、

兼任できない。勝敗にこだわり、選手を臨時に他のチームから移籍する等の行為があった場合

は、そのチームを失格とし、今後の本大会への出場を認めない。 

 (4)  監督、チームとも当該年度全日本柔道連盟に登録済みであること。 

   出場する選手は、出場するチームを通じて競技者登録をしていること。 

   （未登録チームは出場できないので、速やかに所属連盟に登録手続きを行うこと。） 

 (5) 皮膚真菌症(トンズランス感染症)について、発症の有無を各所属の責任において、必ず確認す

ること。感染が疑わしいか、もしくは感染が判明した場合は、迅速に医療機関において、的確な

治療を行うこと。 

   もし、選手に皮膚真菌症の感染が発覚した場合は、大会への出場できない場合もある。 

(6)  脳震盪について、選手および指導者は下記事項を順守すること。 

  ①大会前１ヶ月以内に脳震盪を受傷した者は、脳神経外科の診察を受け、出場の許可を得ること。 

  ②大会中、脳震盪を受傷した者は、継続して当該大会に出場することは不可とする。 

（なお、至急、専門医[脳神経外科]の精査を受けること） 



 

 

 

 

  ③練習再開に際しては、脳神経外科の診断を受け、許可を得ること。 

  ④当該選手の指導者は大会事務局および全柔連に対し、書面により事故報告書を提出すること。 

８ 審判規定 

 (1) 試合は国際柔道連盟試合審判規定（2014年～2016年版）及び国際柔道連盟試合審判規定・国内

における「少年大会特別規定」で行う。 

 (2) 試合時間 

各部とも２分とする。ただし、小学生の部における決勝戦及び中学生（男子・女子）の部にお

ける準々決勝以上は３分とする。 

 (3)  勝敗の判定の基準 

   勝敗の決定基準は「一本」「技あり」「有効」「僅差」とする。「僅差」とは、双方の選手

間に技による評価（技あり・有効）がない、又は同等の場合、「指導」差が２以上あった場合

に指導の少ない選手を「僅差」による優勢勝ちとする。得点差が無く、かつ「指導」差が１以

内の場合は「引き分け」とする。                                                       

９ 試合方法 

 (1) 団体試合とし、小学生の部・中学生男子の部及び中学生女子の部による３部制とする。 

(2) チームの編成は、小学生の部及び中学生男子の部は、監督１名、選手５名、補欠２名の計８名、

中学生女子の部は監督１名、選手３名、補欠１名の計５名とする。ただし、選手の配列は段、級

及び学年は自由とするが、負傷・事故防止のため、体重の重い順に大将から配列すること。 

なお、負傷等で補欠起用が生じた場合は、改めて体重の重い順に大将より配列する。 

また、負傷等で欠員が生じた場合も、改めて体重の重い順に大将より配列し、最も軽い位置を欠

員とする。 

(3) 小学生の部においては男女の混合は認めるが、中学生の部においては男女の混合は認めない。 

(4) 試合は小学生の部及び中学生男子の部は５人制、中学生女子の部は３人制の点取り試合とし 

トーナメント戦により実施する。 

(5) チーム間の勝敗の決定は次による。 

ア 勝ち数の多いチームを勝ちとする。 

イ アで同等の場合は、「一本」(それと同等の勝ちを含む)による勝ちの多いチームを勝ちと

する。 

ウ イで同等の場合は、「技有り」による勝者数の多いチームを勝ちとする。 

エ ウで同等の場合は、「有効」による勝者数の多いチームを勝ちとする。 

オ エで同等の場合は、代表戦で勝敗を決する。 

代表戦においては、「引き分け」であった対戦の中から1試合を抽選で選出し、当該と同

じ時間で試合を行い、得点差が無く、かつ「指導」差が１以内の場合は旗判定で勝敗を決

定する。（ＧＳは行わない）。 

１０ 表 彰 

 (1) 各部とも、優勝、準優勝、３位(２チーム)には、静岡県柔道協会及び東洋水産株式会社から賞

状、賞品を授与する。 

 (2) 入賞チームの中から最優秀選手を選考し、各部１名にフレッド・ワダ杯を授与する。 

 (3) 入賞チームの中から優秀選手を選考し、各部５名(女子の部は３名)に優秀選手賞を授与する。 

(4)  各部１名に、敢闘賞として佐藤五八郎杯を授与する。 

  

 



 

 

 

 

(5) 平成２８年度マルちゃん杯全日本少年柔道大会への派遣 

       ９月１９日(月・祝) 主催：（公財）全日本柔道連盟、 

特別協賛：東洋水産株式会社     於 東京武道館   

   小学生の部上位４チーム・中学生男子の部上位６チーム・中学生女子の部上位２チームを出場

チームとする。 

なお、全国大会出場選手は今大会のプログラムメンバーに限る。 

１１ 申込方法 

(1) 申込期限 

 平成２８年４月２０日(金)必着 

(2) 申込方法 

静岡県柔道協会ＨＰ(「静岡県柔道協会」で検索)により、「参加申込書（Excelファイル）」

をダウンロードし、下記申込先アドレスに、データ（Excelファイル）を添付して申し込む。

（プログラムの原稿とする） 

(3) 申込先（問い合わせ先） 

e-mail ： kaikeiseibu@re.commufa.jp 
〒438-0834 磐田市森下1006-8 

        榑林 行雄 

     静岡県柔道協会 

     第28回中部少年柔道大会事務局 

電話（携帯）090-2132-5814 

        自宅・Ｆａｘ 0538-35-5434 

(4) 申込確認 

「申込み」を受け付け次第、確認メールを返信する。 

 

１２  選手の変更 

(1) 申込書提出後の選手（補欠を含む）の変更は原則として認めない。 

(2) 補欠の補充（負傷・健康等のやむ得ない補充）を認める期日 

e-mail による選手変更手続き 平成２８年５月１５日（水）２１時まで 

申込用紙に選手変更と明記すること。 

(3) 以降は、補欠より補充し、改めて体重の重い順に大将より順に配列すること。 

なお、「マルちゃん杯全日本少年柔道大会」を含め、補欠の補充は以後認めない。 

(4) 負傷等により変更した選手は、当該大会(中部大会)の以後一切の試合に出場できない。 

（5）オーダー変更（補欠との入替え）は、試合開始前までに、本部選手変更係に申出る事。 

１３  組合せ 

  平成２８年４月２８日（日）静岡県柔道協会事務局において行う。 

１４  参加料 

   参加料無料 

１５  審判・監督会議 

 平成２８年６月５日（日）午前８時２０分から浜北総合体育館、「サブアリーナ」において開催

する。 

 

 



 

 

 

 

１６  傷害保険等 

(1) 参加者全員に主催者負担で傷害保険に加入する。(参加者は健康保険証を必ず持参すること。) 

 (2) 大会中の不慮の負傷、疾病については、応急措置は施すが、それ以外の責任は負わない。 

１７ ゼッケン  

   各自でゼッケンを下記要領にて必ず縫い付けること。 

（1）ゼッケンのサイズは横３０㎝～３５㎝、縦２５㎝～３０㎝とする。 

（2）縫い付ける位置は、後襟から５㎝～１０㎝下部とし、必ず対角線にも縫い付けること。 

（3）ゼッケンの表記は、上側2/3に苗字を、下部1/3に全柔連に団体登録した所属名（チーム名）

を男子は黒文字、女子は赤文字で、字体はゴシック又は楷書で記載すること。 

    なお、同姓がチームにいる場合は、名前の最初の一字をいれる。 

  

                  横30cm ～35cm             5㎝～10㎝ 

縦25㎝～30㎝ 

 

  浜 松 市 

    

   浜松道場 
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１８  その他 

(1)  宿泊及び昼食等の斡旋について 

宿泊及び昼食は、主催者で取り扱いいたしませんが、静岡県柔道協会ＨＰに案内がありますので

ご利用下さい。 

(2) 会場案内 

電車をご利用の場合  ◎ＪＲ浜松駅下車 遠州鉄道西鹿島線利用 浜北駅 約２２分      

浜北駅前よりバス 約１０分 

車をご利用の場合   ◎東名高速道路  浜松ＩＣ・浜松西ＩＣから約２０分  

           ◎新東名高速道路 浜松浜北ＩＣから約１０分 

(3)  申込用紙に記載されている事項（氏名・体重・身長）は、大会プログラムに掲載されます。また、

大会における写真等が新聞・雑誌・ホームページに掲載されることを、了承されたものとして扱

わせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 
  

 東洋水産では、マルちゃん杯少年柔道大会開催にあたり、優秀選手に対する次の特別賞を設定し表彰を

行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

○フレッド・ワダ杯 

 全 国 ７ 地区で 開催さ れる マル ちゃ ん杯少 年柔 道大 会に おいて 、各大 会の 最優

秀 選手 賞と して 1989 年 に 設置。 1964 年 の東 京オ リン ピック 開催 に尽 力さ れ

た 日 本 オ リ ン ピ ッ ク 委 員 会 名 誉 委 員  和 田  勇 （ 米 国 名 フ レ ッ ド ・ イ サ ム ・

ワ ダ ） 氏 よ り 「 青 少 年 に 夢 を 与 え 、 そ の 健 全 育 成 に 貢 献 す る 」 と の 本 大 会 の

開 催趣 旨に 賛同 を頂き 、「 少年達 の励 みに なれ ば」との 意志を 受け てそ の名 が

冠 せら れた 。  

  （フレッド・ワダ氏 プロフィール） 

  1907 年  アメ リカ  ワ シン トン 州生  

  日 系 Ⅱ世と して米 国に 生ま れ、戦 中・戦後、苦労 を重 ねた 後ロ サン ゼル ス  

で スー パー マー ケット を経 営す る実 業家と して 成功 を収 めた。  

  日 本 ス ポー ツ 界と の 関わ り も深 く、 1948 年 全 米水 泳 選手 権 大会 に 参加 し

た  古 橋 広之進・橋爪 四郎 選手 等に 自宅を 開放 し、物 心両 面で 協力 して 大記 録

樹  立 を 側面か ら支援 した 。また 、日 本の 国際 化・早 期発展を 願う 使命 感か ら、

東 京 オ リ ン ピ ッ ク 開 催 に 向 け 各 国 に 協 力 要 請 の 為 奔 走 し 、 見 事 に 大 会 の 召

致・成功 に導 いた。 1984 年 の ロサン ゼル スオ リン ピッ クでも 、日本 柔道 代表

団 の 世 話 を 行 っ た 。 ス ポ ー ツ 関 係 以 外 で も 、 米 国 に お け る 日 系 人 社 会 の 地 位

向 上 老 人 ホ ー ム 設 立 等 の 社 会 活 動 、 日 米 両 国 の 貿 易 発 展 ・ 友 好 親 善 の 増 進 に

も 多大 な足 跡を 残した 。  

  2001 年 2 月死 去（ 享年 93 歳 ）   

 

○佐藤五八郎杯 

 マ ル ち ゃ ん 杯 中 部 少 年 柔 道 大 会 の 敢 闘 賞 （ 静 岡 県 下 開 催 時 ） と し て 、 1994

年 に 設 置 。 静 岡 県 柔 道 界 の 組 織 確 立 に 尽 力 し 、 浜 松 養 神 館 道 場 の 館 長 と し て

青 少年 の健 全育 成に多 大な 貢献 をさ れた氏 の功 績を 称え、同賞 が設 けら れた。 

 

（佐藤五八郎氏 プロフィール）  

1903 年 （ 明治 36 年） 静岡 県浜 松市 生。  

 早稲 田大 学柔 道部在 籍中 には 多く の大会 で活 躍し 、中 でも大 正 14 年に 開催

さ れた 東京 大学 柔道リ ーグ では 同校 優勝の 原動 力と なっ た。  

 昭 和 初 期 に は 、 現 在 の 静 岡 県 柔 道 協 会 の 前 身 と な る 会 の 設 立 に 向 け て 中 心

的 な役 割を 果し た。ま た、 1930 年（ 昭和 5 年 ）に 浜松 養神館 道場 を設 立し 、

館 長と して 「優 和・協 調」 の精 神の 下で多 くの 門下 生を 輩出し た。  

 柔 道 活 動 の 他 、 太 平 洋 戦 争 後 の 復 興 期 に は 、 市 の 公 安 委 員 ・ 消 防 団 長 と し

て 治安 ・安 全の 為に活 動し 、地 域社 会の発 展に 貢献 した 。  

 1970 年 （昭和 45 年 ） 8 月 死去（ 享年 66 歳 ）  



 

第 28 回マルちゃん杯中部少年柔道大会 

宿泊・お弁当のお申込みについて 

 

拝啓 時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

平成 28 年 6 月 5 日（日）にマルちゃん杯中部柔道大会が浜北総合体育館（グリー

ンアリーナ）にて開催されることとなりました。本大会にご参加されます皆様の宿泊及

び昼食の手配を（株）ジェーアール東海ツアーズ法人営業静岡支店にてお取扱わせ

ていただくこととなりました。多くのお申込みをお待ち致しております。大会当日は学

会、他スポーツ大会等もあり浜松地区の混雑が見込まれます。お早目のお申込みを

お願い致します。 

敬具 

1．宿泊 

＊ 宿泊日 ： ６月４日〔土〕 

 

＊弊社にてご手配させていただきます宿泊施設表の金額には、宿泊代金、食事（朝 

食及び夕食）、サービス料、諸税、取扱料金が含まれた金額となります。 

 

＊施設によって駐車場代金が別途必要になる場合がありますので予めお申し出く 

ださい。 

 

＊宿泊施設は、原則として申し込み順とさせていただきます。 

宿泊箇所、部屋数に限りがありますのでご希望の部屋タイプが確保出来ない場合

もあり予めご了承下さい。 

 

＊宿泊施設でのお食事は施設によって、ご希望の時間に出来ない場合がございます。

大会の開催時間等に合わせて、朝食の時間を早めにお願いしておりますが、施設

の都合上対応出来ない場合、朝食のお弁当で対応させていただく場合がございま

す。夕食、朝食のご希望時間は申し込み時ご連絡願います。 

 

 

 

 



＊ 宿泊施設 

 宿泊施設 食事条件 宿泊代金 部屋タイプ 会場まで目安時間 

 

A 

 

ホテルコンコルド浜松 

朝食付 9 , 6 0 0 円 トリプル・ツイン・ 

シングル 

 

会場まで車で 20 分 朝・夕付 1 1 , 3 0 0 円 

 

B 

 

 

リッチモンドホテル浜松 

 

朝食付 

 

1 0 , 2 0 0 円 

 

スタジオツイン 

・シングル 

 

会場まで車で 25 分 

 

 

 

C 

 

 

ホテルルートイン 

浜松西インター 

 

朝食付 8 , 4 0 0 円   

シングル 

 

夕食は 

バイキングとなります 

 

会場まで車で 25 分 

朝・夕付 9 , 9 0 0 円 

朝食付 7 , 4 0 0 円  

ツイン 

 
朝・夕付 8 , 9 0 0 円 

 

 

D 

 

ホテルルートイン 

浜松ディラー通り店 

  

朝食付 8 , 0 0 0 円  

シングル 

 

夕食は定食メニュー

となります 

会場まで 30 分 

 

朝・夕付 9 , 3 0 0 円 

朝食付 8 , 0 0 0 円  

ツイン 

 
朝・夕付 9 , 3 0 0 円 

 

 

E 

 

 

ホテルルートイン 

磐田インター店 

朝食付 7 , 4 0 0 円  

シングル 

 

 

 

会場まで約 35 分 朝・夕付 8 , 9 0 0 円 

朝食付 6 , 9 0 0 円  

ツイン 

 
朝・夕付 7 , 9 0 0 円 

 

F 

 

ホテル明治屋 

 

朝・夕付 

 

9 , 1 0 0 円 

スタジオツイン 

和室 

会場まで車で約30分 

朝食は 7 時以降か 

お弁当の用意となり

ます 

 宿泊代金にはサービス料、諸税、取扱料金（手配料）を含ます。 

 

 

2．昼食（お弁当） 

大会当日の昼食お弁当の予約をお勧めいたします。 

お弁当は大会当日の 10時～11 時 30 分の間に会場にて引き渡しをさせていただきます。 

９５０円 〔お弁当＋お茶付（パック）〕  

 

 

 

 

 

 

 

 



3．お申込方法等続きの案内 

＊お申込方法 

別紙の申込み用紙に必要事項を記入いただき、下記へ FAX または mail にて 

お申込み下さい。 

 

mail にて申込みの場合、下記のアドレスに「マルちゃん杯申込書希望」と添えてい

ただきメールをご送付願います。ご記入いただける申込書を添付文書にてご返送さ

せていただきます。 

「申込書の様式はエクセルの書式を利用しています」 

申込後、弊社より FAX または mail にてご回答をさせていただきます。 

お申込・お問い合せ先 

㈱ジェイアール東海ツアーズ法人営業静岡支店 

「マルちゃん杯柔道大会担当デスク」 

担 当：森田、望月 

E-mail:grp-shizuoka@jrtours.co.jp 

TEL :054-287-1803  FAX:054-287-1856 
申込締切日：平成 28 年 5 月 10 日〔火〕とさせていただきます。 

 

4.ご費用のお支払い方について 

お申込み後弊社よりご請求書をご送付させていただきます。 

ご費用(宿泊・お弁当)は、全額を大会１週間前の平成 28 年 5 月 27 日（金）までに 

ご請求書記載の振込口座にお振込下さいますようお願いいたします。 

 

人数の変更に伴い返金が必要になった場合、申込書にご記入いただきました振込 

口座にご返金をさせていただきます。 

ご返金は大会終了後、平成 28 年 6 月 17 日までにその手続きをさせていただきま

す。 

 

 

 

mailto:grp-shizuoka@jrtours.co.jp


5．取消料等のご案内  

宿泊取消料（宿泊日の前日から起算しています。）   

 

取 消 日 

 

5 月 29 日まで 

5 月 30 日～ 

6 月 3 日まで 

6 月 4 日（当日） 

12 時まで 

6 月 4 日（当日） 
12 時以降・無連絡 

 

取 消 料 

  

無 料 

  

２０％ 

 

   ５０％ 

 

   １００％ 

 

6．付記 

宿泊等の最終案内書面は、大会２週間前 5月 20 日頃までに発送予定です。 

大会会場、浜北総合体育館（グリーンアリーナ）までは浜松市内から車で 20 分 

～30 分、磐田地区からは 30 分～35 分です。 

 

 

7．個人情報保護について 

申込書に記載されました個人情報については、参加者の皆様との連絡のために 

利用させていただくほか、宿泊先、保険会社等へのリスト提出、お客様へのご案内

状発送の弊社サポートサービス等の依頼、また主催者への統計資料作成等に使

用させていただきます。 

当社は各支店に個人情報保受付窓口を配置しています。 

㈱ジェイアール東海ツアーズ 法人営業静岡支店 

個人情報保護責任者：石田智皇  個人情報保護管理者：小沢嘉豊 

尚、当社の個人情報保護に関する詳細は(http://www.jrtours.co.jp/) 

当社ホームページをご参照ください。  

 

8．その他 

記載の宿泊施設がすでに満室の場合、弊社にて代案施設をご提案させていただき

ます。その場合、宿泊決定通知書をもってご連絡をさせていただきます。 

また、お申込みの施設によっては、ご希望の金額が異なる場合もあります。 

その場合、回答書面送付後早めのご連絡をお願いいたします。 

 

お弁当のみのお申し込みの場合、宿泊施設は未記入にしお弁当の個数のみを 

ご記入ください。 

http://www.jrtours.co.jp/


　　FAX：054-287-1856　

〒 －

TEL： FAX：

携帯 （お名前　　　　　　　　　　　　　　　　）

平日のご連絡可能な時間帯（　　　　　　　時～　　　　　　時）

PCのe-meil アドレス

施設名

台

時 分

時 分

6/4お弁当＋お茶

のみの申し込み 時 分

円

返金口座： 銀行 店 口座名義：

口座番号：　 当座　　普通 Ｎｏ　

⇒この色の部分はご記入ください。
ＪＲ東海ツアーズ法人営業静岡支店　担当：森田・望月
ＴＥＬ０５４－２８７－１８０３

申込代表者

第28回マルちゃん杯少年柔道大会宿泊・お弁当お申込み
mail : grp-shizuoka@jrtours.co.jp

登録　チーム名

書類送付先代表者

住所

（書類送付先）

連絡先

希望宿泊施設
記号

決定宿泊箇所

弊社にて記入

駐車場希望

選手（中学生）
男 車種

女

性別 人員 計 お1人あたり 金額計

選手（小学生）
男 台数

女

夕食希望時間

女

保護者
男 朝食希望時間

監督
男

施設到着時間

食

合計金額

女

900


